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平
成

3
年
度
決
算
な
ど

白
議
案
を
認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意
・
推
せ
ん

平
成
4
年
第
4
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
Q
V
同

行

υ
白
か
ら
初
日
ま
で
の
何
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
平
成

3
年
度
決
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・
可
決
・承
認
・

同
意

・
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
役
員
も
改
選
さ
れ
、
議
長
に
は
大
平

吉
作
氏
、
副
議
長
に
は
水
島
光
昭
氏
ガ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
吉
田
敏
夫
助
役
の
辞
職
に
伴
う
後

任
に
は
、
前
県
立
中
央
病
院
総
務
課
長
の
森
田
力
氏

の
選
任
ガ
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
任
期
満
了
に
よ
る
大

森
行
雄
教
育
委
員
の
後
任
に
は
吉
江
輝
寛
氏
の
任
命

が
同
意
さ
れ
、
議
会
推
せ
ん
の
農
業
委
員
に
は
吉
江

守
照
議
員
ガ
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
だ
。

誠

実

の

慨

要

千
成

3
年
度
決
箆
（
主
な
も
の
）

o
一
般
会
計

歳
入
計
5
、
8
4
3
、
1
3
2
下
向

歳
出
計
5
、
6
5
4
、
8
4
5下
山

翌
年
度
へ
の
繰
越
制

1
8

5
、
8
5
7
千
円

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
計
l
、
0
2
0、
5
3
1
千
円

？
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九
♂
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札
‘
．
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さ
れ
た
い
。

2

ふ
る
さ
と
尖
術
館
入
航
朽
の

明
加
を
削
る
た
め
、
れ
美
術
M
恨
の

開
催
期
間
や
休
館
日
等
に
つ
い
て

効
率
的
主
同
知
方
法
を
講
じ
ら
れ

た
し
。

3
小
九
山
グ
ラ
ン
ド
の
効
本
・
的

な
利
川
を
阿
る
た
め
の
む
策
を
検

A
さ
れ
た
い
。

前
回
か
ら
継
続
審
査
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
拙
願
の
二
消
費
税
法
』

の
即
時
脱
止
を
求
め
る
怠
比
詐
採

択
に
つ
い
て
」
と
隙
仰
の

「
小
温

挙
医
制

・
政
党
法
に
反
対
し
議
員

定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の

状
況
を
勘
案
し
、
い
ず
れ
も
再
度

継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し

金
品
ー
し
れ
～
。

環
境
厚
生
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
は

歳
山
計

9
2
6、
0
8
6下
門

官
年
度
へ
の
繰
越
制

9
4
4
4
5
千
円

O
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

此
入
計
1
、
6
8
0
、
3
0
2
T
刊

此
出
計
l
、
6
5
9、
6
1
6下
川

翌
年
度
へ
の
繰
越
額

2

0
、
6
8
6
千
円

O
診
療
所
特
別
会
計
（

4
診
療
所
）

歳
入
計

6
2、
8
8
0千
同

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
認
定

・
可
決

・
本
認
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
ι

な
お
、
議
案
審
K
慌
の
過
院
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

平
成

3
年
度
凶
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
予
備
貨
不
用
紙

は
多
額
で
あ
り
、

．幹
雄
官
の

m日

に
対
処
し
凶
保
財
政
の
安
定
を
凶

る
は
地
か
ら
、
こ

の
一
定
傾
を
収

金
と
し
て
附
み

ιて
る
よ
う
検
討

さ
れ
た
い
。

2

点
市
野
地
内
の
．
小
燃
焼
物
処

瑚
場
は
、
明
地
の
う
え
、
住
民
が

利
肘
で
き
る
施
設
と
す
る
た
め
の

協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、

U
J
d
に
対
処
さ
れ
た
い

P

3

焦
川
の
課
題
で
あ
る
川
一
体
2

日
制
の
実
施
に
あ
た

勺
て
は
、
本

庁
と
各
地
設
川
の
誌
が
な
い
よ
う
、

ま
た
、
受
付
窓
臼
等
は
住
民
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
対
処
さ
れ

’J－av 病
院
関
係
で
は

1
平
成

3
年
度
決
宵
は
、
一
般

会
計
繰
入
金
も
あ
っ
て
若
干
の
黒

字
と
な
勺
た
が
、
本
年
度
の
経
営

は
、
よ
り
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、

町
の
財
政
的
支
慌
に

つ

い
て
検
討
さ
れ
た
い
e

E
収
益
の
増
を
図
る
た
め
、
医

療
機
器
の
憎
設
や
待
合
室
の
拡
充

を
含
む
対
策
を
検
討
さ
れ
た
い
$ －一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

議
山
計

5
0、
9
3
6千
円

叩
年
度
へ
の
繰
越
柏

1
1
9
4
4
T
円

。
泊
病
院
事
業
会
計

収
益

2
、
3
1
9、
9
8
3
千
円

費
用

2
、
3
1
9
、
8
8
7下
川

当
年
度
純
利
故

9
6
下
川

当
年
度
未
処
理
欠
損
金

8
9
3
、
8
5
2
千
円

平
成
4
年
度
補
正
予
算
（
第

3

号）
2
4
9
、
4
6
4
千
円
を

m

額
し
、

総
制
を

5
、
7
4
6
、

9

5
1
千
円
と
し
た
。

〈
補
正
の
主
な
も
の
〉

文
教
ゾ

ー
ン
施
設
務
備
費

8
0
0
3
2
T
q
 

土
地
開
発
法
金
制
立

8
0
、

o
o
o
T円

前
づ
く
り
会
社
文
化
施
設

3
0
、
0
0
0
千
斗

統
合
小
学
校
基
本
設
計
等
委
託

費
（
仮
称

A
小
学
校
）

2
6
、
3
0
0
千
円

同
体
常
土
地
改
良
技
術
補
助
全

5
、
0
1
5
干

n，

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

9
4
、
4
4
2千
同
を
増
額
し

総
額
を
l
、
0
4
2
、
0
2
6

千
円
と
し
た
ι

補

正

の

主

な

も

の

－

ザ
備
費
に

9
2、
9
5
1千
円

計
上
し
、
子
備
費
の
累
計
を

l
0
0
、
9
7
1
千
円
と
し

た

総
務
教
育
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た

6
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認

定

・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

前
回
か
ら
桝
統
審
査
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
請
願
の

「
由
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
k

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
再
度

継
続
審
有
に
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
長

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
ま
し
た

4

議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
認
定

・
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

A
I
則
定
例
会
に
お
い
て
議
会
か

ら
什
ヰ
さ
れ
ま
し
た
約
舶
の

「
船

し
た
。

な
お
、
議
案
市
街
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
ゆ
め
り
ま
し
た
。

1

文
教
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
用
地

の
確
保
に
向
け
、
引
き
続
き
努
力

だ
ま
り
場
の
建
設
に
つ
い
て
」
並

び
に
前
副
か
ら
榊
続
審
食
に
な
勺

て
お
り
ま
す
前
願
の

「
船
だ
ま
り

施
設
の
建
設
に
つ

い
て
」『
消
五
装

置
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
い
ず

れ
も
継
続
審
査
に
す
べ
き
J
U
の
と

決
し
ま
し
た
の

ま
た
、
陳
情
の
「
町
道
長
野
向
品

川
献
の
拡
脳
と
延
長
認
定
に
つ
い
て
L

は
、
刷
剛
志
妥
当
と
認
め
、
採
択
、

「
坑
川
附
丁
目
町
内
消
雪
装
置
の
設

店
に
つ
い
て
」
は
継
続
審
告
に
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

9
月
議
会
で
は
、

6
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
だ
り
、
初
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
だ。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
統
合

言

司

統

合

後

の

校

舎
等

雲
自
作

の
処
置

今
日
ま
で
小
学
校
は
地
域
住
民

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
物
心
両
両
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、
統
合
後
の
山
校

舎
や
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
等
に
対

す
る
住
民
の
要
望
や
怠
見
等
の
集

L、約
るは
か現
。在 ε

まど
たグ〉

町よ
当 う
同に
と進
し行
てし
グ〉て

． 
議
2:l> 

1だ
よ
り

＠ 
回四回

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

「一一寸
議

案
Lー」

認
定
さ
れ
た
も
の

平
成

3
年

度

決

算

O
朝
日
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
在
人
保
他
医
維
事
業
特

別
会
計
此
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
函
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
議
入

歳
出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

故
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
哉
入

歳
出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
臨

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

ぃ小
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
哉
入
歳
出
決
算

O
朝
国
町
泊
病
院
日
中
裁
決
算
報
告

心
川

U
可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

4
年
度
補
正
予
算

O
例
日
町
一
般
会
判
例
制
正
予
算
（
第

3
nす
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

条
例
の
制
定
・
改
正

O
朝
日
町
土
地
開
発
基
金
条
例
制

定
の
件

。
朝
日
町
妊
産
婦
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

等
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等

一
部
改
正
の
件

－
平
成
4
年
刊
月
号

＠
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構
惣
や
通
学
刈
策
に
刈
す
る
考
え

を
何

い
ま
す
。

答

弁

制
嶋
一
切
員
会
と
協
議
を

現
夜

3
校
の
小
学
校
教
育
環
境

整
備
対
策
協
議
会
を
設
置
し
建
設

位
置
紘
一
寸
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お

り、

3
校
の
う
ち
老
桁
校
舎
の
改

築
、
政
式
学
級
等
の
小
規
扶
校
の

解
消
の
た
め
州、

高
崎
、
笹
川
、

境
の

4
校
を
統
合
す
る
小
学
校
の

建
設
か
ら
進
め
る
こ
と
で
、
平
成

5
年
度
の
建
設
に
向
け
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

相
校
舎
等
の
跡
地

利
用
や
通
学
対
策
等
は
各
校
下
の

対
策
委
員
会
と
協
議
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
・り
、
制
ハ
体
的
な
内
芥

が
ま
と
ま
れ
ば
町
と
し
て
も
川
被
大

限
の
努
力
を
し
た
い
と
身
え
て
い

ま
す
。

H

M

H

 

・・ミ・－
N《

V
」
9

・Jf
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。ホリ一爪ぷ一点、
J

景
＼
気
一沢一対
一点一策

u

n

H

M門
吋

念
日
Jvγ
・ら
urf、必9

y
k
b凡
A
h

－－ku
，

童
図
司
地
方
単
独
事
業
を
積
極

E
R
的
に

現
庇
の
経
済
不
況
の
も
と
で
自

治
省
は
政
府
の
総
合
経
済
政
策
を

受
け
、
地
方
の
景
気
対
策
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

地
方
単
独
事
業
の
大
幅
追
加
が
掲

げ
ら
れ
、
地
・万
の
具
体
的
な
事
業

に
財
政
的
な
立
般
措
置
を
論
じ
よ

治
山

治；，.＿とれ＇＇..
.Ifて・ •X· •'J:・ 4・

土－：：を〉：ぐ1・7
．，湯司J.'.矛予・了

シ岸：・，（＇
保

¢ 

全

FE－t
E
未

整
備
箇
所
の

吾
－F
自
作

＋
リ
討
回
同

ゐメ
h
F
ru
〆

地
す
べ
り
や
山
崩
れ
に
対
し
治

山

・
治
水
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
未
幣
備
筒
所
が
多
く
残

っ
て

お
り
、
海
牢
で
は
・
米
経
備
箇
所
いか

浪
・引
を
受
け
や
す
く
早
急
な
浸
食

刈
策
が
必
要
で
あ
る
。
予
付
併
の
増

額
等
田
県
に
働
き
か
け
る
な
ど
取

り
組
み
に
つ
い
て
判
い
ま
す
。

答

弁

事
業
の
促
進
に
努

め
る

防
災
事
業
促
進
の
た
め
こ
れ
ま

で
同
県
な
ど
関
係
機
闘
に
隙
怖
を

行
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
平
成

3
年
度
暁
海
岸
で
は
災
害
復
旧
助

成
事
業
の
認
可
を
受
け
、

6
年
度

完
成
を
目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
本

う
と
し
て
お
リ
、
町
は
傾
極
的
に

応
ず
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
具
体

的
な
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

削

船

基
盤
整
備
の

政
府
は
景
気
浮
持
と
社
会
資
本

の
整
備
を
図
る
た
め
、
公
共
事
業

の
追
加
、
地
方
単
独
事
業
の
追
加
、

公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
推
進
な

ど
を
柱
と
す
る
総
合
続
出
政
策
を

策
定
し
ま
し
た
が
、

町
で
は
公
共

施
設
や
道
路
整
備
等
の
社
会
本
慌

の
艶
備
を
進
め
る
好
機
と
と
ら
え
、

今
補
正
予
算
に
お
い
て
も
文
教
ゾ

ー
ン
整
備
の
た
め
の
造
成
費
等
や

統
合
小
学
校
建
設
に
係
る
設
計
委

託
料
、
よ
地
開
発
ぷ
金
の
設
店
な

ど
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
共

事
業
で
は
停
車
場
束
革
野
線
や
烏

帽
子
山
林
道
開
設
事
業
費
の
増
額

を
県
に
働
き
か
け
て
い
る
は
か
、

寺
川
改
修
や
泡
保
宮
本
町
線
な
ど

計
画
が
具
体
化
し
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
や
地
元

と
の
調
料
品
を
進
め
早
期
若
手
に
努

力
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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A
’
h
u

・6

、
雪
れ
芯

質

問

有

効

活

用

を

法
金
に
よ
る
用
地
の
先
行
取
何

年
6
月
に
は

「
あ
さ
ひ
海
岸
な
さ

さ
リ
フ
レ

ゾ
シ
ュ
事
業
」
の
認
定
、

河
川
事
業
で
は
山
合
川
の
柳
田

・

ヂ
動
坑
地
内
が
事
業
抹
択
、
治
山

事
業
で
は
併
川
本
流
に
お
け
る
保

安
林
管
理
道
整
備
事
業
の
係
択
を

受
け
て
お
り
、
今
後
と
も
一
照
の

事
業
促
進
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日ーま
．．
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質

問

進

捗

状

汎

は

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ

に
重
要

な
役
訓
を
果
す
J

R
泊
駅
周
辺
格

仙
と
寺
川
改
修
の
進
妙
状
況
は
ど

－「J
A
M

。

答

弁

明

開

務

恥

一

課

械

は

都
市
計
画
道
路
停
ゆ
場
東
草
野

線
は
、
昨
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
、

駅
前
広
場
か
ら
泊
鎖
状
線
ま
で
は

平
成
6
年
伎
の
完
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
苛
川
の
米
故
修
区

間
の
改
修
計
画
は
停
車
場
東
草
野

線
の
泊
段
状
線
以
北
と
、
こ
の
背

後
地
と
あ
わ
せ
、

一
体
的
に
格
怖

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
事
業
規
院

が
卜
人
き
く
、
寺
川
改
修
と
の
調
態

な
ど
技
術
的
に
凶
蹴
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
道
路
と
河
川
を
県

は
、
使
用
目
的
が
明
雌
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
の
か
、
ま
た
代
持
地

峨
似
の
た
め
梢
極
的
に
利
川
す
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

域
性
の
特
色
を
活

ニ
の
基
金
は
用
地
取
得
に
あ
た

っ
て
新
た
な
子
算
措
置
を
要
し
な

い
た
め
、
用
地
交
渉
の
進
出
け
状
況

に
応
じ
て
機
動
的
な
取
何
が
で
き
、

ま
た

一
般
的
な
代
待
用
地
や
使
肘

日
的
の
特
定
し
て

い
な
い
用
地
て

も
、
将
来
公
共
の
利
益
の
た
め
必

要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
対

応
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
地
金
は
比
較
的
知
期
間
に
事

業
の
刷
に
供
す
る
も
の
に
似
ら
れ

て
お
り
、
ぷ
日
余
の
特
色
を
活
か
し

た
い
連
刑
に
努
め
て
い
き
た
い
と
が

J

、ぇ
t
t
い
ま
品
、
す
。

昨
年
9
月
定
例
議
会
に
お
い
て

東
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
築
計
画

が
報
告
さ
れ
、
す
で
に

l
年
経
過

し
て
い
る
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
広
域
圏
と
の
協
議
や

閑
地
問
題
等
の
進
妙
状
況
と
基
本

計
画
書
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
伺

施
工
と
し
て
松
山
附
さ
れ
る
よ
う
県

へ
要
望
し
て
い
ま
す
。

ィ‘a
p

－－－－
w
〉・〕
F
A

．、必

商－
池唯
掃海
活
性
化

，
骨
a
，

A
号

V’V
一、

・，h
眠、e
B可
、

zt日
M
d

情
報
化
推
進
事
業

E
R
と
は

当
事
業
の
内
容
、
計
四
年
度
等

い
や
業
進
妙
状
汎
は
ど
・
っ
か

答

弁

聞

は
会
に
お

い
て

こ
の
事
業
は
、
シ
ヨ
ゾ
ピ

ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
肌
存
尚
店
街
と
を
共

通
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
結
び
共
存
共
栄
を
め
ざ
そ

う
と
す
る
も
の
で
、
尚
工
会
が
ボ

業
主
体
と
な

っ
て
総
事
業
費
4

5

0
万
円
（
う
ち
県
補
助
金
2
0
0

万
円
、
町
費

l
o
o－力
円
、
商
ド
ム
会

切
力
円
、
加
人
事
業
者

1
0
0
万

円
）
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

い
ま
す
。

答

弁

一一
械
は
平
成
日
年

昨
年
末
広
域
困
で
処
理
能
力
、

焼
模
、
財
政
的
問
題
か
ら
同
様
に

老
朽
化
し
て
い
る
西
部
清
掃
セ
ン

タ
ー
を
統
合
す
る
案
が
げ
よ
し
、

東
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
平
成

7
年
度
か
ら
改
築
に
着
手
す
る
方

向
で
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
建
設
に
は

5
年

利
度
の
工
事
期
間
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
日
年
こ
ろ
の

完
成
が
比
込
ま
れ
ま
す
。
敷
地
出

積
は

3
ヘ
ク
タ
ー
ル
住
度
必
要
で

あ
り
、
公
害
対
策
や
周
辺
環
境
整

備
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
た
施
設
と

な
る
よ
う
、
広
域
固
と
協
議
し
な

が
ら
事
業
の
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ヂ
成

4
年
度
中
の
事
業
実
地
を
め

ざ
し
、
現
紅
商
工
会
に
お
い
て

P

R
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
c

・’V1’w－J
v・）A
A
’J

－
fevνu・vhハミ去、
4
h努ぐし民官

r・F

北
陸

φ

新
幹
線

U
F屯・

4yxr

必－に
Y
1

・λ
・、吊
Y

・4
、主智

質

問

地

元

負
担
な
し
で

並
行
在
米
械
が

J
R
の
経
営
か

ら
分
離
さ
れ
る
い
力
’
川
の
巾
で
、
魚

津

・
糸
魚
川
間
に
新
幹
線
規
枯
市

内
で
な
く
ス
ー
パ
ー
特
急
を
走
ら

せ
る
よ
と
は
利
点
が
な
く
、
ま
た

工
ポ
叫
の
地
川
良
川
も
山
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
、
考
え
を
何

い

ま
す
。

答

弁

県

民

全
体
の
使
読

を
考
届

将
来
は
フ
ル
規
格
車
両
が
走
行

す
る
も
の
と
雌
一
一
目
し
て
お
り
、
ス

ー
ハ

l
特
急
は
際
準
軌
道
が
倣
ぷ

で
き
る
ま
で
の
当
面
の
処
置
と
理

解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
3
セ

ク
タ
ー
化
に
よ
る
町
民
の
利
便
件

が
侃
下
し
な
い
よ
う
関
係
機
関
に

意
見
の
具
申
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
加
越
ト
ン
ネ
ル

エ
ギ
費
を
県
が
負
担
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
県
民
全
体
の
使
益
を
考
慮
の

よ
打
ち
山
さ
れ
た
も
の
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
ω

－
議
会
だ
よ
り

＠

そ

の

他

O
不
動
産
の
取
得
に
関
す
る
件

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
助
役
を
選
任
す
る
た
め

同
意
を
求
め
る
件

。
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を

任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る

件
O
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
推

せ
ん
の
件

議
員
提
出
議
案

O
第

3
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
簡
年
計
画
の
策
定
に
関
す

る
意
見
書

O
第
日
次
道
路
整
備
五
筒
年
計
画

の
策
定
に
関
す
る
意
見
書

［
請
願

糠
一情
］

． 

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

O
船
だ
ま
り
場
建
設
に
つ
い
て

（

2
件）

O
船
だ
ま
り
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

（

2
件）

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し、

議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

採
択
と
な
っ
た
も
の

O
町
道
長
野
高
畠
線
の
拡
幅
と
延

長
認
定
に
つ
い
て

新
助
役
に

森

田

教
育
委
員
に

江

輝
寛
氏

士
口－

平
成
4
年
刊
月
号

＠
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組織
改選

議会組織

4-
%E 

9月定例議会最終日の 9月30日，

が次のように改選されました。

（。委員長

議

0副委員長）

議

太
平

吉

作

〈
日
歳）

長

副
議
長

水
島

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

．中
成
4
年
第
4
国
側
日
町
議
会

に
お
い
て
、
不
肖
、
私
が
議
長
名

位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
朝

H
町
議

会
議
長
の
要
職
を
梓
命
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

私
は
、
も
と
も
と
浅
学
非
才
で

あ
り
ま
す
が
、
先
輩
議
長
の
足
跡

を
円
さ
ぬ
よ
う
誠
心
誠
意
務
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一一町長へのだより一一

やまびこ通信に
答えて

朝
日
町
議
会
議
長

大

平

士
ロ

作

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
数
意
比
の
尊
重
、
不
偏
不
党
の

しぷ
場
を
堅
持
し
、
多
数
決
原
理
に

従

っ
て
町
政
の
発
展
に
全
力
を
傾

注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
、
国
際
状
況
は
、
大
き
く

揺
れ
動
き
、
国
内
で
は
景
気
の
低

迷
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
国
際

化
の
進
展
、
資
源
環
境
問
題
の
高

ま
り
主
ど
、
時
代
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
き

幼
稚
園
の
設
置
を

朝
日
町
に
は
幼
稚
闘
が

一
つ
も

な
い
の
で
、
町
立
、
私
立
を
問
わ

ず
設
置
を
希
望
し
ま
す
。

勺

お
答
え
し
ま
す

学
校
教
育
法
が
適
用
さ
れ
る
幼

惟
闘
は
、
就
学
前
児
童
の
教
育
を

一打
う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、保
育
所

は
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
安
全

に
保
育
す
る
こ
と
を
日
的
に
設
世

さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
就
業
機
会
の
増
大
に
伴

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
と
し

て
は
終
日
保
育
の
任
問
要
が
大
き
い

と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

現
小
れ
の
と
こ
ろ
、
町
立
幼
稚
園

の
訟
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、学
校
週
5
日
制
や
土
曜
閉

r
A
，d
い

庁
等
の
時
代
の
趨
勢
も
考
え
な
く

て
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
快
速
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
今
後
と
も
、
保

育
行
政
の
よ
り

一
回
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て

町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資

源
の
拘
利
用
と
し
て
、
ア
ル
ミ
缶

常

任

委

A
Q
E
 

貝

総
務
教
育
委
員
会
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甚
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厚
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委
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抑－
L
1

ま
し
て
は
、
小
学
校
統
合
、
生
活

環
境
、
観
光
開
発
な
ど
の
町
の
活

性
化
に
向
け
た
重
要
課
題
が
山
積

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
蹴
問
題
の
解
決
に
は
、

議
会
と
当
局
が
一
丸
と
な

勺
て
取

り
組
む
、
｝
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す

が
、
町
民
各
位
の
出
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

何
と
ぞ
、
町
民
各
位
の
叱
蛇
、

激
励
と

一一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
町
民
各
位
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

専
用
袋
を
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
に
配

付
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
リ
ま
す
が
、

こ
の
ほ
か
ど
ん
な
取
組
を
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

勺

お
答
え
し
ま
す

「
ご
み
減
量
資
源
化
対
策
検
討

委
員
会
」
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
、

従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
ご

み
集
精
か
ご

・
生
ご
み
処
理
器
設

置
補
助
」

「不
法
投
来
看
版
設
置
」

に
加
え
、
「リ
サ
イ
ク
ル
同
体
報
償

金
制
度
」
を
設
け

「
ア
ル
ミ
缶
専

用
袋
」
の
配
布
、
「
ご
み
減
量
化

・

資
源
化
モ
テ
ル
地
区
」
の
選
定
作

業
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
民
各
位
の
意
識

の
高
拐
、
改
革
の
た
め
、
講
演
会
、

リ
サ
イ
ク
ル
生
活
展
を
開
催
し
、

ご
み
の
減
量

・
資
源
化
に
取
り
組

。
勝川水深松
原封f;j島松倉

時券 ￥~ 
夫背｛米英夫

産
業
建
設
委
員
会

Oc  

j古田大踊水吉
凶岡沢谷島 江

龍！隆光守
；；·，~： i古松 二 昭照

議
会
運
営
委
員
会

。。

平

崎

知

勝

勝

原

時

夫

大

沢

龍

松

様

松

笑

藤

山

糾

吾

川
端
券
北
口

水
野
甚
之
輔

特

別

委

員

AQE 

北
陸
自
動
車
道
対
策

特
別
委
員
会

Oc  

河中；｝＜.
村尚：島
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一

忠

一

同

日

一

夫

自
「
’
叶
t
e

制 日II！道下 1l33 

白

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。地

鉄
パ
ス
の
増
便
を

山
間
部
に
生
活
し
、
パ
ス
を
利
用

す
る
者
に
と
り
ま
し
て
、
パ
ス
の

便
の
減
少
は
不
便
で
あ
り
ま
す
。

5
年
位
前
は
午
前
3
使
、午
後

3
便

往
復
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
々

少
な
く
な
り
、
今
年
に
入
勺
て
か

ら
午
前

1
使
、
午
後
l
使
と
な
っ
て

お
リ
ま
す
。

将
来
は
な
く
な
る
と
の
話
も
聞

き
ま
す
が
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

水秘大 ．
野田平 議
占c: .t.弘

之 11・古 否
輔 岩 作 選

改
選。

北
陸
新
幹
線
対
策

特
別
委
員
会

Oc  

j責西松平 川深
l:EI I尚倉崎端 松

彰知券
誼：j古夫勝吉実

小
学
校
教
育
環
境

整
備
特
別
委
員
会

Oc  

中川西松勝＊河様藤扇
陳』Ml間合原島村松田谷

特券 彰 [I寺光 i背 昇隆
夫~＇；・ ii'f 夫夫昭 Ji；；実害二

新
川
広
域
圏
事
務

組
合
議
会
議
員

大
平

ヱL・
ロ
作

議
会
推
せ
ん
農
業

委
員ゴ

口
・什
U

ー」

一一一・ γ一τ－ ' 
1‘”I 'I 

紛臼町長 行

ー やまぴ ニ冶惜 － . 

。

μ
寸
配
…

※ 「やまびこi且f引 の用紙は．役場IJ民諜の窓口や

~人？白羽I：セン ター． 福祉セ ン ターなどにも置いて

あります。あなたの戸をえ軽にお'.1,［せください。

お
答
え
し
ま
す

富
山
地
方
鉄
道
附
の
パ
ス
の
運

行
本
数
削
減
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
ゼ
ロ
人
の
日
が
あ
る
な
ど
、

そ
の
利
用
実
態
等
か
ら
み
て
や
む

を
得
な
い

．面
も
あ
り
ま
す
が
、
公

共
交
通
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら

現
行
路
線
の
継
続
に
つ
い
て
、

富

山
地
方
鉄
道
附
に
強
く
要
望
し
て

ま
い

り
ま
す
。

な
お
、
地
鉄
の
営
業
路
線
と
の

競
合
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
難
し

い
聞
も
あ
り
ま
す
が
、
老
人
制
祉

の

一
邸
と
し
て
諸
地
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
平
成

4
年
刊
月
号
＠

楽語昔前 楽をLている Eき；IEをの141ひか＇／（.まL 符労のある時：i爪州中ジη：小、という こ’とー物になそれぞll期J全がf量鮮かなりと畿も枕に加えず・.. ~ll き物Ii いくらおIr_ ＜て L）~には〈ものであリ . iたしてrtダ）｜：（こ来せるものでは主い
あるので．それを乱してはいけない



リ
ン
コ
を
作
っ
て
初
年

ムロ岡

田

俊

吉

さ

ん
〈金
山・

幻
織
｝

「
昭
和
二
卜
六
年
と
い
え
ば
、
物
が
ま
だ
少
な

い
時
代
で
ね
9

μ
併
が
魚
悼
の
リ
ン
ゴ
刷
か
ら
賊

い
で
い
る
こ
と
も
あ
勺
て
、
リ

ン
ゴ
の
政
的
を

や
っ
て
み
る
討
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」
。

リ
ン
ゴ
作
り
を
始
め
て
問
｜
年
。
高
川
さ
ん

は
制
日
町
で
唯
エ
w
詩
情
農
家
と
し
て
、
今
も

向
毛
織
の
約
二
十
ア
ー
ル
の
土
地
で
リ
、
／
ゴ
を

教材協念ゐはl

口
信
子
さ
ん

（
魚
彦
市

・
包
歳
）

作
っ
て
い
ま
す
．
か
つ
て
は
七
、
八
卜
本
あ

っ

た
と
い
う
本
も
、
袋
戸
…
H
S

や
台
胤
な
ど
の
被
山
々
を

長
け
、
成
本
だ
け
に
限
れ
ば
現

ι約
三
十
本
。

そ
れ
で
も
山
仰
を
間
近
に
拘
え
た
本
に
は
、
ほ

ん
の
り
色
づ
い
た
見
事
な
リ
ン
ゴ
が
た
わ
わ
に

尖
っ
て
い
ま
す

d

門

m
M仰
は

「
ふ
じ
」
が
ほ
と
ん
ど
。
味
に
は
’
H

一
い
い
が
あ
る
と
い
う
高
出
き
ん
で
す
が
、
リ

ン
ゴ

作
り
は
と
て
も
手
間
の
か
か
る
仕
事
で
す
。
十

せ

Aτ
い

…
壊
づ
く
り
に
始
ま
り
、
木
の
勢
忘
や
花
摘
み
、

薬
剤
散
布
。
そ
の
？
え
、
色
付
き
を
よ
く
し
、

害
虫
か
ら
守
る
た
め
に

一
つ
一
つ
め
実
に
袋
を

か
け
、
ま
た
駄
に
外
す
作
業
な
ど
な
ど
：・

0

・大

候
と
成
訂
の
具
合
を
な
が
め
な
が
ら
、
科
学
的

な
日
と
長
年
の
カ
ン
を
執
り
に
、

一
年
を
過
し

て
世
話
を
続
け
ま
す
。

「
背
労
し
な
が
ら
も
、
い
つ
の
間
に
か
四
ト
年

が
過
ぎ
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
訴
す
高
凶
さ
ん
。

今
年

L
ま
た
、
下
出
に
か
け
て
有
て
た
、
か
わ

い
い
リ
ン
ゴ
と
別
れ
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

ゃぎ座

ドライブ，ジェットスキー

5
代
田
ミ
ス
あ
さ
ひ

今
年
の
八
月
三
村
、

「
ミ
ス
あ
さ

ひ
・
ヒ
ス
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
行
代
日

の
1
ス
あ
さ
ひ
に
選
ば
れ
ま
し
た
c

貰
任
の
重
大
さ
に
最
初
は
－
つ
れ
し
さ

よ
り
も
戸
惑
い
が
先
行
し
て
い

ま
し

た
が
、

J
E
T
位
寸
制
円
町
の
日
」

や
全
問
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
競
技
大
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
L

に
も
参
加
。
制

u肝

の
P
R
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た

と
い
て
い
ま
す

会勤務先フクロヤ黒部店

会星座名A型会血液型

会趣味

友
人
が
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
例

日
町
に
は
よ
く
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た
。
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
と

リ
わ
け
海
の
レ
ジ
ャ

ー
に
は
円
取
過
な

と
こ
ろ
で
す
ね
e

理
想
の
男
性
は
、
人
に
左
右
さ
れ

な
い
信
念
を
持
っ
て
い
る
人
。
で
も

結
婚
は
さ
て
お
き
、
当
面
の
目
標
は

英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
だ
れ
に

も
似
ら
ず
に
一
人
で
海
外
へ

出
か
け

る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

心
室込必

協 調は1:1"≪~－－~ 
・FJ 一 " －~，， 『‘哩ぬE可··~
r.~｛1 ). Jんし；｝ J ~ ム .＿. .,-.:;;:1守

舟川新の白井勝 ・由美子さん夫妻の

長男 議lj（そう） くん 5歳

長女佑佳（ゆか）ちゃん 3歳

次女 葱（けい）ちゃん 9か月

ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
健
や
か
に

一
番
末
っ

ιー
の
恵
は
、

ハ
イ
ハ
イ
が
近
ご
ろ

一
段
と
速
く
な
り
、
こ
ち
ら
の
部
屋
か
と
思
え

ば
あ
ち
ら
の
部
屋
と
い
っ
た
具
合
に
元
気
よ
く

遊
び
回
っ
て
い
ま
す
c

長
女
の
佑
佳
は
、
焼
き
も
ち
を
焼
き
な
が
ら

も
患
の
回
リ
を
う
ろ
つ
い
て
は
、
親
の
い
ぬ
聞

に
惑
と
じ
ゃ
れ
あ
う
の
が
臼
課
で
す
。

長
男
の
創
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
内
党
を
も
っ

た
の
か
？
妹
の
由
倒
は
先
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
保
育
所
か
ら
帰
れ
ば
友
達
の
家
へ
一
日

叫
λ

。

t
F
 そ

ん
な
三
人
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
説
る
前

の
ひ
と
と
き
、
布
団
の
上
で
の
プ
ロ
レ
ス
ご
っ

こ
。
一

盤
強
い
の
が
夜
更
か
し
の
佑
佳
。
我
が

過
を
行
く
の
が
悪
。
a

一人
の
行
動
を
術
開
で
見

な
が
ら
泌
て
い
く
の
が
円
十
一
以
内
倒
。

こ
ん
な
三
人
が
、
由
井
家
の

一
匹
の
娘
と
・

一

匹
の

f
豚
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
明
る
く
思
い

や
り
の
あ
る
人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

蛭
谷
の
名
物

併
む
の
三
大
名
物
と

い
え
ば
、

パ
タ
パ
タ
茶
、

蜂
谷
和
紙
、
そ
し
て
も

う
一
つ
が
私
た
ち
の
一
蛭
谷
ラ
グ

ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
で
す
。

昭
和
凶
十
九
年
の
結
成
以
米
、
今

年
で
ト
ん
年
同
を
迎
え
ま
し
た
》

凶
民
は
、
銃
谷
、
羽
入
、
谷
地

．
似
の
川
力
fy
小
学
生
全
日
で
‘
’

m遡

上
附、

口
開
の
午
後
四
時
か
ら
掛

川
什
・
分
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
縦
訓
円
を
行

勺
て

い
ま
す
ι

か
つ
て
は
三
ト
名

近
い
凶

H
が
い
て
、
災
県
市
や
釜
行

市

へ
交
倣
誠
ム
n
に
も
出
か
け
た
も

の
で
す
が
、
現
存
の
同
日
民
は
わ
ず

か
に
八
名
。
そ
れ
で
む
、
川
の
創

始
お
の
水
品
先
生
が
再
び
コ
ー
チ

と
し
て
指
符
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
ワ
、
キ
ャ
フ
テ
ン
を
・
中
心
に

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
フ

ァ
イ
ト
で
練

と
＼刊

さ
η
桝

’＠
側
主

，ゅ
μ

の
いが

し
ほ

た
市

ね
E

｜

｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

長
井

任
八
時
県
の
温
泉
町
で
す
。

鳥
取
県
と
の
県
境
に
あ
る
谷
あ
い

の
町
で
、
人
円
は
約
八
千
三
百
人
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
豊
高
な
渇
口
ば

と
ん
十
八
度
の
〕
品
川
畑
を
誇
る
出
泉

の
出
る
町
と
し
て
知
ら
れ
、

年
間
約
三
十
五
万
人
の
浴
客

唱

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

旨

ド
ラ
マ

「
夢
千
代
日
記
」
の

踏
台
に
も
な
リ
、
占
永
小
百

h
『
叫
H

A
ロ
さ
ん
が
名
誉
町
民
に
ち
な
み

っ
て

い
ま
す
。

i

｜

｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何
凶

年
に
な
り
ま
す
か
？

v
」

長
井

4

一
十
年
に
な

り

ま

し

〆

た
。
舵
初
は
知
人
も
な
く
、

こ
ち
ら
の

H
Rに
も
．
ド
惑
い

ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
近
所

凶

に
隣
町
の
浜
坂
町
山
身
の
方

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

押
に
励
ん
で
い
ま
す
。

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

年
に
阿
川
ほ
ど
県
内
チ
ー
ム
と
交

歓
試
合
を
し
て
い
る
ほ
か
、

一夜
期

人
H
－

M
や
し
ハ
年
生
を
送
る
会
な
ど
、

と
き
に
は
お
父
さ
ん
お
円
り
さ
ん

を
し
父
え
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
V
H久

休
み
に
は
、
み
ん
な
で
海
浜
公
同

へ
行
き
、
耐
水
桁
や
ス
イ
カ
川
り

を
し
て
か
本
し
ん
で
き
ま
し
た

卜

十
一H
．
一
l
J
一け
に
’
れ
わ
札
る

県
ラ
グ
ビ
ー
祭
い
か
今
年
の
口
以
後
の

いぶ
ん
日
と
な
り
ま
す
。
怖
い
の

な
い

試
合
を
し
よ
う
と
、
時
く
な

勺
た

グ
ラ
ン

ド
を
駆
け
る
蛭
谷
の
熱
胤

ラ
ガ
ー
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

d

が
お
ら
れ
、
と
て
も
説
切
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
c

今
も
お
付
き

合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
世
の
中
、

広
い
よ
う
で
狭

い
も
の
で
す
ね
。

｜

｜
－」
ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
？

長
井

現
丘
、
町
内
で
縫
製
闘
係

の
会
社
を
経
営
し
て

い
ま
す
。

こ

ち
ら
の
人
は
本
当
に
よ
く
働
く
う

え
に
世
話
好
き
な
人
も
多
く
、
付

き
九
日
勺
て
悲
い
人
は
い
ま
せ
ん
ね
。

此
郷
へ
は
年
に

一
度
は
州
り
ま
す

が
、
械
か
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
向
こ
う
の
人
は
の
ん
び
り
し

て
い
る
感
じ
を
受
け
ま
す
。

朝
日
町
に
望
む
－
｝
と
は
？

長
井

人
口
増
加
対
策
の
一
段
と

し
て
、
土
地
を
も
っ
と
有
効
に
活

用
す
る
よ
う
な
施
策
を
望
み
ま
す
。

， 

－
平
成

4
年
刊
月
号

。

通示の美わり・ー 凡人的反：二.It制：ぅ；ニ仰な味てす （飽き てLまうし乃ておるか 行1・M.d11！：二．机よ＂1;: i·~ l'lけ‘らい勺までは

みす：：説くという 二と
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｜町長めひとりごと

マーガレット ・サッチャー

リ女史といえば前の英凶首相。

英凶のみならず国際的にも指

導力を持つI 20世紀の代表的

な政治家の一人です。

先臼，東京で聞かれた全国

市町村長中央研修会に出席し，

女史の「世界の中のH本の役

割l]j と題する特別識がiを聴き

ました。ソ速の蹟l.tだや中固と

韓凶の国交樹立， PK  O問題

等，約20分間の講演のあと，

1参加者との質疑応符もあるな

どctどんなことにも答えられ

ます。意地悪な質問も英国議会

で体験していますから』と会場

を沸かせる場面もありました）

大変勉強になるのHI多会でした。

さて，今朝の新聞に “あす

から完全週休2口ftii] 朝日除

く全市町村で実施、，と，，説って

いました。図：！；：館や体育地設，

保育所などは対象外ですが，

実施により各市町村では月曜

や金曜の窓口業務の時間を延

長するところもあるようてす。

わが町では現夜，職只によ

る 「完全週休 2R制に｜到する

検討委員会」を設世し検討を

進めていますが，細部の詰め

が残っており，他市町村より

も実施が遅れています。

しかし，近い時期には例日

町も先全週休 211荷I］；をスター

トさせます。皆さんの問かい

ご理解を切望する次第です。

(lOJ-ll6日記）

I ＊このページをゐん主主でつくるべ

ージCしだいと思います．イラス

トやマンガ，ご憲見， fSさんに知

らtきたいこと，産主んでもl:tつこう

です．どしどしお寄せください．

紙上虚名lま．その旨をはっきり

省いて，住所，氏名を明記して送っ

てください0 ~た，広章自係でle!:，広

幸量あさひ応対するご愈見や，取り

上げてほしい問鏑怠ど皆さんの声

をお待ちしています．ごー織を。
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。.(J)

つ

｛
く
と
き
上
手
）
（2
象
児
）

（
い
き
な
り
保
母
の

hv
F
の
よ
に

座
っ
て
き
た

F
ち
ゃ
ん
）

F
ち
ゃん
「H
M
肝
き
’
っ

τ言
っ
て
」

保
母
「

F
ち
ゃ
ん
久
好
き
」
（
と

い
っ
て
ギ
ユ
ツ
と
抱
き
し
め
る
）

F
2
ん
つ
お
う
ち
に
遊
び
に
来
て
’

っ
て
言
っ
て
」

保
母
「
お
う
ず
つ
に
遊
び
に
来
て
」

rr
ち
ゃ
ん
「
フ
フ
フ
ア
ッ
：
・
．
」
（
と
満

足
そ
う
に
笑
う
）

保
母
（
下
ち
ゃ
ん
っ
て
く
ど
き
ょ

手
。
で
も
概
念
、

F
ち
ゃ
ん

は
女
の
子
だ
っ
た
わ
）

Aかきんた 2(?) 

（
給
食
時
、

一
人
で
く
す
く
す
笑
っ

て
い
る

R
く
ん
）

保
母
「
な
に
、
お
か
し
い
が
つ
・
」

R
くん

「
あ
の
ね
、
ぼ
く
コ
ロ

ッ
ケ

食
べ
よ
う
と
し
た
ら
、
な
っ

ぽ
く
ん
ね
、
ぼ
く
の
手
く
す

｛
く
す
ぐ
っ
た
い
）
（4
蔵
児

おだんご作り（伎町保育所）

我が子荷にならず－ ーかわいい我が ｛－のための苫労！！，少しも片労》！ぶしないという こと

ぐ
っ
て
い
く
が
」

保
母
「
な
っ
ぱ
く
ん
マ
あ
っ
、
レ

タ
ス
マ
」

穴
〈ん

「
う
ん
／
」
（
コ
ロ
ッ
ケ
を

食
べ
よ
う
と
し
て
、
横
の
レ
タ
ス

が
手
に
触
れ
た
ら
し
い
）

（
舎
自
の
パ
ン
は
？
）
（和町
）

S
〈ん

「
あ
れ
、

も
と
達
、
っ
」

T
〈ん

「
ほ
ん
と
だ
。

い
パ
ン
と
違
う」

保
母
「
今
日
は
グ
ル
グ
ル
う
ず
ま

き
パ
ン
か
な
っ
・」

H

円
〈ん

「
だ
け
ど
手
ョ
コ
の
味
も
す

る
か
ら
ふ
’
ヨ

コ
パ
ン
か
な
マ
」

Y
〈ん

「
ほ
ん
L
乙
、
何
パ
ン
か
な
ワ
・」

κ〈ん
「
ぼ
く
ル
パ
ン
」
（
ル
パ
ン

3

世
の
ま
ね
を
し
て
）

全
員
「
き
ん
せ
｜

い」

A
フ
白
の
パ
ン
い
つ

い
つ
も
の
長

広
報
ク
イ
ズ
⑬

問

題

（応

募

方

法

）

A
H

は
か
さ
に
符
え
の
い
山
サ
、
仏
川
、

氏
名
、
年
齢
を
代
日
さ
川
川
川
口

τl

u消
印
ト
付
効
）
ま
で
に
役
場
総
務
北

総
内
広
報
係
二

T
m
l
m
w朝
日
町
道

下
1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

州
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

i
ド
を

フ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

会
前
闘
の
当
選
者
は
、
相
坂
上
れ
パ
桜
さ

ん
、
キ
ラ
ラ
さ
ん
、
K
O
N
A
T
S

U
さ
ん
に
決
ま
リ
ま
し
た
。
（
正
解

は
①
i
⑮

＠
1
＠

＠

l
o

u

泌
全
以
正
解
）

－
平
成

4
年
竹
月
号

⑪

設の白1：詰組主とし… 水をi>iむときの釣蜘満ちるように，駄のII胸か鋭くて急速に依れることをいう
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さし、
フ

永のお、
さマフせ、、た

86.5 

8そ6 米消費者世帯

90 

ぁ

寺花
田だ答

康手震

ノ、2
院
長

医療の現場から

ぞみ な お
米生産者世帯

90.1 

93.3 
、ー‘ー‘－

93.。

99.6 

103.8 

100.6 

k9 

100 

日本人の食生活は，昔から米を中心に魚や野菜，

大豆などを素材にしてきました。近年は，これに

肉や牛乳，果’夫などが豊富に加わり，世界的にも

その栄養バランスは理想的であると 言われてい

ます。

しかし， 最近では米の消費量が減少し，米中心

型の食生活のスタイルが変わってきています。

米

の

消

費

拡

大

を

米
の
消
賀
川
煎
を
明
や
す
－
」
と
は
、

米
を
・
中
心
に
し
た
食
生
活
を
送
る

こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
円
本
の

農
業
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

79. 2 
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p
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吋
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H
0
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内

a
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q
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守
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a
P
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米i古賀怜部・にltべ， ~~・ ~~. ）年：t仕手持ヵ、i砂年減少の

－；金をた どη ています
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院長就任のごあいさつ

令ム 靭 日句 -・ ~ 
'"W.：！寄J待費証五大事喜多珂如何

－
お
米
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か

＠

み.＼＼4＇手4(

'£J,~スポーツ炎f4J営投与式． 日
山
県
ス
ポ
ー
ツ
党
助
社
の
佼
与

式
が

ω円
2
日
、
市
山
県
庁
て
行
わ

れ
、
当
町
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
地
械
社
会
等
で
顕
者
な
泊
勤
ま
た

は
献
身
的
な
附
話
を
さ
れ
て
い
る
次

の
万
々
が
い
い氷
川W
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

V
の
び
の
び
九
百

（小
学
牛
）

加
必

キ
太

（常
崎
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

）
、
藤
岡
縫
希

（大
家
庄
ジ

ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
凶
）、
背
凶
M
Z

，rj
（
大
家
正

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
、
大
森
礼
干
（
朝

H
新
体

操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

V
は
つ
ら
つ

賞

（
円
歳
i
印
後
）

加
必
優
志
（泊

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
）、
ド
山
相

夫

（一
川
ミ
ニ
パ
ス
ケ

ザ
ト
ボ

l
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
間
｝V
き
わ
や
か
合
｛
幼

歳

i
m歳
）

高
合
昌
美
（
大
家
比

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ホ

l
ル
ス
ポ
ー
ツ

V
男
子

・
砲
丸
投
げ

l
位

字

問

治
記

（治
山
尚
船
両
市
寸
）
・
走
り
幅

跳
び

2
抗
、
二
段
跳
ぴ
2
位

出

削

力
也

（h
H

川
同
法
科
大
）
・
川
般
投
げ

3
位

内
i
川
良
う
ゆ
｛市
山
尚
船
高
よ
刊
ニ

V
女

f

帥

m
2
位
、
捌

m
l
位、

水
品
米
帆

｛
入
謙
一
回
高
校
）
・
側

m
l

位

次

品

依

，f
（
入
苦
高
校
）
・
走

り
幅
跳
び

2
紋

竹

内

梨

花

（新
川

高
校
）
・
砲
丸
投
げ

l
位
、
や
り
投

げ

l
u
松
本
彩
子

（水
紙
山
同
校
｝

富
山
県
秋
季
テ
ニ
ス
選
手
権

（%
常

願
寺
川
公
樹
）

準
優
勝
点
川
巾
石
詩
，
十
（制
日
ロ

l
ン
）

第
日
田
朝
日
町
野
球
協
会
長
杯
ナ
イ

タ
ー
野
球
大
会

｛%
1
%
総
ん
け
ク
ラ

l
似

ド

川
柳
ク
ラ
ブ

2
似

一三
木

ク
ラ
ウ

新
川
地
区
柔
道
大
会

〈
W
A
滑
川
山
武

道
館
）

後

勝

朝

H
削
采
道
協
会

第
灯
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

場
者

（WA
1

%

山

形

県

）

－
・水
道

小
’U
誠

二

小
作
品
校
）、

少
年
団
）、
岩
井
正
美
（
泊
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）
、
新
出
洋

f
（一

村
柔
道
ス
ポ

ー

ツ
少
年
同
）、
山
本

来
ず

（制
け
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
）
、
川
原
忠
正
一
（境
地
区
体
育

協
会
）、
長
井
仁
美

（紘
一
川
地
区
体

育
協
会
）、
水
野
正
博

（
朝

日
町
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
脇
山
民
佐

美

（朝
日
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

V
ほ
の
ほ
の
賞

（

ωぷ
以
上
）

建

都
す
い

、
小
川
静
夫
、
水
野
自
之
（朝

日
間
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
協
会
）

全
日
本
新
人
柔
道
体
重
別
選
手
権
県

予
選

（%
富
山
県
営
武
道
館
）

－
M
W
同
級

l
位

小

島

誠

一
（
小
杉

山
校
）

第
泊
四
県
高
校
陸
上
競
技
新
人
対
校

選
手
権
大
会

（%
県
営
富
山
陸
上
競

技
場
）

－
久，

r砲
丸
投
げ

l
似

人

仏

訂

紀

f
（似
升
高
校
）

第
引
回
北
陸

3
県
対
抗
陸
上
競
技
大

会

（
先
県
営
富
山
陸
上
競
技
場
）

－
女
チ
砲
丸
投
げ

3
他

大

島

有

紀

イ
（
桜
井
高
校
｝
・
男
了
糊

m
3
位

石
防
政
徳

（尚
岡
山
怯
向
校
）

県
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
学
陸

上
競
技
大
会

（%
県
常
高
山
陸
上
競

技
場
〉

－
削

m
l
位

後
級
友
宏
｛朝
日
中
）

・
悼
両
跳
ひ

2
位

問

中

不

明

（朝

H
中
）

南
部
忠
平
争
奪
第
村
田
4
市

3
郡
対

抗
陸
上
競
技
大
会

（
%
立
山
町
総
合

公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
）

小
林
芳

（
高
岡
竜
谷
高
校
）、
鹿
熊

幹
チ

（
y
k
k
h川
旧
工
業
）
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

令

間
活
和

｛泊
高
校
）

－
附
卜

（砲
丸
投
げ
）

大
山
釘
紀

子

（政
持
品
校
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会
U

ω月
3
白
、
役
場
4
階
大
ホ

l
ル

で
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
の
山
本
徹

一

将
形
外
科
医
長
を
議
師
に
迎
え

「
町

ス
ポ
ー
ツ
似
し
ア
泌
出
会
t

が
聞
か
れ、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
ら
約
別
人
が
熱
心

に
受
講
し
ま
し
た
内

このたび「あさひ総合病院J

院長を符命しました。前任の

窪田先生の後任とい7ことで，

身の引き締まる思いです。

前院長は，各地から治療を

望んで集まる！±1，者さんの，文

字どおり光の政世主として，

さらに院長として，経営の多

維な時期に先頭に立ってこら

れました。心から敬意を表し

ます。

引き続き名誉院長として，

曲げて診療を続けていただけ

ることになり，ほっとしてい

るところです。

さて，私たち「あさひ総合

病院」は，地域住民に愛きれ

気軽に利用いただける病院を

モット ーに、日々努力 してま

いりました。

その一つが，忠者さん向け

ビデオ肱映や柵尿病 ・心臓病

教室などです。忠者さんの中

には，自宅で見るためにビデ

オを貸して；ま しいとおっしゃ

る方もあ り，喜んで貸し出し

しています。また，人間 ドy

クや定期検診に私たちの病院

を利用いただく方も増え，感

謝しております。

これから（j:.地域医療の一

番め担ぃ子である開業医の先

生方とも一層連携を密にして

住民の皆様のお役に立ちたい

と思っております。

減
少
す
る
米
の
消
費
量

米
を
中
心
と
す
る
日
本
型
食
生

前
の
よ
さ
が
世
界
的
に
も
抗
日
さ

れ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
わ
が

国
の
米

の
消
費
量
は
減
少
の
一
速

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も

わ
か
る
と
お
り
、
米
と
こ
ろ
で
あ

る
高
山
県
で
も
消
費
量
は
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
、
な
か
で
も
米
の

消
費
者
世
情
よ
り

も
生
産
省
世
帯

で
の
減
少
が
目
立
ぢ
ま
す
。

こ
う

し
た
米
消
引
説
減
少

の
背

景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
米
の
需
要
が
減

れ
ば
、
生
産
量
を
減
ら
さ
ぎ
る
を

川
町
な
い
の
が
経
済
の
原
則
ι

こ
う

に
』
快
いんが
涜
十
工
、
同
作
主
主

1
1
4
j
y
j
L

i
－

－

J
一

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
農
地
そ
の

も
の
の
危
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。

町
や
県
、
農
協
な
ど
で
は
、

れ
ま
で
も
焔
人
会
を
は
じ
め
関
係

凶
体
の
協
力
を
え
て
、
米
を

依

っ

た
料
川
，教
主
の
附
川悦
や
チ
ラ

シ
の

配
付
、
品川

f
の
作
成
な
ど
を
行

ウ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
費
拡
大

の
た
め
に

は
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
付
欠
。

米

の
す
ば
ら
し
さ
を
見
直
し
、
お
米

を

も

っ
と
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
が
安
心
・

信
頼
の
マ

i
ク
で
す
。まいにち食べるお米だカ、ら

信頼できる釘店を遊びまし ょう

－
平
成

4
年
刊
月
号
⑪

言いたい草は拍言え・般が立ってちゃいたいことがあってもその場ですぐ言わずに．しばらく附iをおいてよく考えてから言うほうがよいと

いフこと 9

雨奇詰好・l拐の：l年には：｝観を塁し翁ilの時！こ＇.;i:l}Jg：をポし 日間と しJ;t色のすぐれていることの
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。朝日目T社会福祉協議会は．

皆さんと共に地域の福祉向

上 を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

包 83-0576

朝？
自信
町2
社福
z梨
福き
祉3
大b
Z玄

ω月
6
日
、
朝
日
町
福
祉
セ

ン

タ
ー
に
お
い
て
、
福
祉
関
係
者
測

人
が
参
加
し
第
羽
回
朝
臼
問
社
会

福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
ほ
、
福
祉
活
動
功
労
表

祉会 jLに彰

九ー－－ー『品週四回決た対や体識のす普
のをにる意

制 V 窪守 V 坂広 小 親義プ • ©の 会的採統！感銀
一善国間郡東田竹範 、チ町福 は なを動 択 き 謝 行
般意は啓社き顕秀、建コ社社次お慌発 、状へ
｛負銀る次｜命み勇夫 7)<.部の協 J)J の、リ表そ大のの

、l託行え、会子、 J 出す会会労ブi受 J；がの会贈多
） 賛 J九 i乏 ヰ ・＇I：由い 、長（々賞けあ後主主額
27助 苦 虫 表 井坂紀 、坂表制でさまり、 言 が寄

名~~~杉 者己責宗主彰号てたたえ皇大 ~1 ~ 

第~4回朝日町社会福祉大会自

衛

官

2
1
J
T）

校
生
は
平
成

5
年

3
月
卒
業
見
込

み
の
人
）

問
合
せ

役
場
総
務
課

（
宮
内
線

2
0
6
）
ま
た
は
自
衛
隊
魚
津
募

集
事
務
所
（
宮

M
1
1
0
3
6
）
へ
。

募
集
人
員

V
2
等
陸
士
：
・
一
般

1

名
、
高
校
生
日
名

V
2
等
海
士
・：

高
校
生
げ
名

V
2
等
笠
上
・：

一
般

l
名
、
高
校
生
同
名

応
募
期
限

ロ
月
訂
円
ま
で

応
募
資
格

H
本
国
籍
を
有
す
る

同
歳
以
上
幻
放
米
耐
の
男
r
T

（
高

働
き
な
が
ら
経
済
学
士
の
学
位
を

富
大
「
夜
間
主
コ
l
ス
」
学
生

募
集
定
員

経
済
学
科
、

経
営
学

科
、
経
営
法
学
科

各

幼

名

選
抜
方
法

高
校
推
薦
と
社
会
人

平成4年 11月分

塗fl
求人戦 穫 年齢 賃 金 性耳lj

就業場所 採用 資免格経験
蕃号 円 f木 日 人数 3午等

~j 売 員 18才～ 125,000-
男

朝日町泊
不問40才 185,000 会社指定日

2 販 売
18才～ 150,000～ 

努
朝日町金山

員 30才 180,000 水曜 普通免2午

3 コンクリート 20才～ 240,000-
男

朝日町大家E
2 

不問
圧送 工 50才 260,000 日，第4土曜 普通免許

4 軍皇 材
18才～ 159,000～ 

5号
朝日町東掌野

6 不問エ 55才 223,200 臼祝．第 3土曜

5 売 店 18才～ 105,000～ 
女

朝日町横尾
普高校通卒免許50才 135,000 木島緩

6 望匹 務
20才ー 130,000～ 

女
朝日町道下

2 
高校卒

員 40才 140,000 日祝． 隔週 28 普通免許

7 商品 管 理 18才～ 125,000-
女

朝日町平柳
5 販売 45才 180,000 月8日 不問

8 販売スタッフ
18才～ 128,000～ 

女
朝日町泊

2 45才 135,000 4遡 6休

9 組 立浪lj 定 18才～ 115,000～ 
女

朝日間T月山
3 不問検査係 45才 140,000 日祝． 月2国土犠

10 事 務 員 18才一 120,000・-
女

朝日町宮崎 不問
60才 150,000 日干兄 普通免許

くらしの情報室

ホット求人情報

企r求人情報ー覧表Jbご利用下さい‘（商工銭光諜カウン7ーに展示）
止〈 わしいこと は．魚津公共事民事匪安定所朝日分笠 宮82-0198へお問い合わせく だc-い．

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

土
居
治
江
、
坂
点
さ
み
r
T
＼

草
野

弘
、
下
、
ボ
粕
二
、
犬
出
笑
子
、
一千
坂

降

一
、
長
井
孝
傘
、
長
井
賢
男
、
長

井
す
み
子
、
脇
山
勝
昭
、
小
林
幹
司
、

小
林
玄

一
、
小
林
敏
子
、
折
ハ
合
輿
四
、

折
谷
健
造
、
折
谷
ミ
ヨ
リ
、
折
谷
周

一
、
小
林
武
三
、
小
林

一
夫
、
長
井

勝
路
、
長
井
秋
子
、
竹
内
重
郎
、
竹

内
普
富
、

小
林
順
、
小
林
澄
子
、
小

林
隆
二
、
小
林
睦
子
、
折
谷
川
照
二
、

折
谷
喜
美

f
、
折
谷
弁
r
寸
、
山
問
問

仏
、
山
岡
ス
、
こ
子
、
山
岡

一
康
、
山

岡
博
一
、
山
岡
康
子
、
長
原
久
義
、

長
原
す
か
、
出
村
ト
三
子
、
田
村
重

一折
、
出
村
総
巳

f
、
必
岡
高
犬
、
ト
人

背
孝
、
大
官
笑
美
〆
ナ
、
山
間
宏
、
山

附
真
美
J
J

、
山
間
努
三
、
山
間
こ
と
、

水
島
茂

一
、
水
島
あ
き
子
、
木
林
間
普

作
、
狭
間
か
ね
子
、
水
’
い
叫
勝
利
、
氷

山
品
弘
子
、
胤
川
世
了
、
道
下
タ
マ
，
f
、

道
下
山
賀
子
、
沢
岡
ゃ
い
、
大
府
高
佐

｛
、
道
下
光
子
、
森
岡
く
さ
、
道
下

昭
r
T
、
沢
岡
つ
や
、
森
岡
み
よ
、
村

上
ゆ
き
子
、
布
川
守
勢
、
有
沢
美
小
学
、

長
谷
友
二
、
長
谷
川
叩
了
、
加
藤
点
子
、

坂
井

一
郎
、
青
木
修
、
氷
見
美
利
子
、

大
谷
官
尚
晶
子
、
能
川
功
、
此
川
長
官
円
、

が
川
出
一
次
、
加
除
・如
、
川
休
松
優
子
、

続
耕
一
半
、
荒
川
キ
ク
エ
、
水
口
俊
夫
、

荒
尾
善
治
、
大
村
春
失
、
大
村
い
と
、

大
村
昭
子
、
仙
名
清
夫
、
長
持
隆
一

、

長
沖
u
k
，，T
、
市
内
向
利
之
、
商
品
か
っ

特
別
選
抜
は
、
小
論
文
と
商
接
を

中
心
に
選
抜

（
一
般
選
抜
は
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
富
山
大
学

個
別
学
力
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
）

出
願
期
間

高
校
推
薦
と
社
会
人

特
別
選
抜
は
日
月

9
日
か
ら
日
月

日
日
ま
で
（
選
考
日
は
は
月

2
日
）

一
般
選
抜
は

1
月
お
日
か
ら

2
月

2
日
ま
で

閉
会
せ

高
山
大
宇
経
済
学
部
教

務
係
（
宮

0
7
6
4
l
u
l
l
2

8
1
内
線

2
4
5
5
）

へ
。

ま 期 「一一！

？日 朝
1(1 1 日
2月 町
田谷 ス
（＇！＇.）キ
ケ l
Z 教
石 室
(II）」」

い
、
仙
名
き
く
之
、
小
坂
広
丸
、
小

坂
よ
し
え
、
仙
名
幸
子
、
背
・
局
よ
し

え
、
本
村
刺
男
、
下
減
産
業
株
式
会

社、

佐
渡
喜
怒
1

、
浜
川
要
吉
、
山
田

と
し
、
広
回
静
雄
、
広
田
久
仁
チ
、

新
田
敏
雄
、
近
江
和
子
、
横
山
券
チ
、

居
波
映
子
、
小
川
保
龍
一
、
新
出
訓
、

新
聞
ま
さ
一
寸
、
新
聞
浩
美
、
桑
畑
和

男
、
桑
畑
敬
子
、
米
国
良
子
、
長
津

一
幸
、
水
鳥
忠
雄
、
佐
渡
節
子
、
佐

複
雑
崎
、
附
本
京
ノ
ナ
、
附
本
邦
L
T
、

米
回
蕃
、
午
凶
俊
夫
、
附
本
初
美
、

4
寸
悶
禿
一
、
清
水
義
夫
、
絵
原
き
み

子
、
恩
回
出
寸
治
、
長
津
孝
司
、
川
上

龍
夫
、
米
国
久
夫
、
古
川
沿
男
、

寺

川
忠
弘
、
野

m悦
f
、
砂
旧
利
明
、

砂
田
幸
〆寸、

平
坂
昇
、

．半
以
栄
子
、

河
村
晶
子
r
T
、
河
村
浩
、
河
村
ふ
み
、

河
村
正
、
河
村
美
川
n
子
、
池
原
似

て

池
山
m
な
志

f
、
γ

中
国
健

～
、
山
寸凹・
l
l

絞
、
間
部
将
一位一、
間
部
ふ
み
、
一
キ
坂

長
降
、
平
坂
修
作
‘
平
坂
カ
ズ
エ
、

平
坂
公
然
、
平
坂
あ
き

f
、
単
…
坂
昭

七
、
附山…
坂
道
子
、
川m
…
坂
久

ι的
、刷
出

坂
忠
美
γ
寸
、
平
坂
久
雄
、
砂
回
見
成
、

砂
回
良
子
、
砂
田
良
弘
、
笹
川
夏
了
、

砂
閏
幸
作
、
池
田
総
学
、
池
回
昭
子
、

岩
悶
和

f
、
折
谷
悦
生
、
平
田
厚
、

子
悶
友
江
、
入
脱
出
版
悦
、
越
間
健

一
、

工
縦
誠
二
、
柳
下
周
作
、
柳
下
ノ
ブ

子
、
柳
下
康
治
、
柳
下
雅
和
、
柳
下

貞
「
、

．
キ
坂
正
人
、
折
谷
敦
子
、
前

川
正
三
郎
、
前
川
述
也
、
前
川
祁

f

広
川
邦
a
仏
、
し
仏
川
礼
子
、
水
品
靖
邦
、

水
品
博
，
f
、
大
国
一
切
彦
、
大
面
和
子
、

水
品
哲
治
、ト
〈
達
械
夫
、
水
島
昭
博
、

脳
挫
進
、

脱
出
也
重
美
、
川
村
山伊
方
、

会
場

新

亦
AH
出
泉
ス
キ
｜
場

対
象

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人

参
加
費

1
2、
0
0
0円

（
リ
フ

ト

・
昼
食
代
は
別
）

申
込
み

日
月

2
H
m
か
ら
教
育

委
員
会
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
定

員
初
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
へ
。

［宮
か
な
心
を
育
て
る
講
演
畠

日
時

日
月
初
日
川
午
後

7
時
か

1・
ιコ会

場

朝
日
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー

ホ
l
ル
「
ア
ゼ
り
ア
」

講
師

阿

部

進

氏

演
題

「
感
性
時
代
の
心

の
育
て

方
」

l
f
ど
も
の
ギ
せ

・
大
人
の

役
割
1

職人さんの

古い道具や写真などが

眠っていませんか？

朝日目l建築事業協同組合は， 平

成 9 年に高lj 立50J~；J 年を迎えます。

組合ではこれを記念し，建築職

人の歩みと建築丈化を後世に伝謀く

してし、くための資料館の建設を干

定しています。

現在，そこに展心する職人の出

し、道具や写真，文献，衣類，絵画な

どの収集を進めていますが，皆さん

のお宅にもこうした段重な資料が

あれば，ぜひご提供ください。

※i車絡先朝日町l建築事業協同組合

（宮82-2189)

－
ふ
く
し
の
窓

＠

森
松
寿
、

水
島
正
博
、
水
島
則
一

、

水
島
清
美
、
水
島
怯
二
、
水
鳥
一
止
、

水
島
虎
勝
、
水
島
武
、
田
仲
良
孝
、

水
島
邦
子
、
水
島
勢
、
水
島
稔
、
闘

中
勉
、
田
原
忠
正
、
広
川
均
、
渡
辺

キ
ヨ
、
水
鳥
則
康
、
水
島
滋
究
、
長

井
秀

一
、
水
島
一
義
、
水
鳥
時
子
、

必
川
澄
、
水
島
権
義
、
水
尚
北
刀
ん
称
、

林
ゆ
み
子
、
水
島
彦
一二
、
水
島
秀
範
、

水
晶
巧
、
水
島
留
美
子
、

水
島
学
、

水
品
房
努
、
水
島
也
子
、
林
秀
雄
、

水
品
健
、
水
品
致
、
水
島
英
明
、
水

島
寅
吉
、…
野
国
論
、
野
田
次

一
、
水

島
雄
一

、
水
島
義
時
、
渡
辺
の
ぶ
子
、

水
島
多
喜
γ
1
、
－
川
村
組
制
伸
、
佐
野
川

妙
仙
、
水
島
必
千
、
水
品
あ
つ
子、

広
川
勇
松
、
水
島
寛
、
水
品
嘉
弘
、

海
老
辰
雄
、

水
島
盛
康
、
以
J
拘
名

初
口

（
8
月
初
日
以
後
の
賛
助
者
か

多
数
の
た
め
、
今
月
拘
紋
で
き
な
か

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
拘
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
c

ご
了
麻
願

い
ま
す
。
）

あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
い
忌

む

ゾ

＠

朝
日
町
善
意
銀
行

S「
〈

（
9
月
川
日

t
m月
山
田｝

O
と
く
れ
さ
ん
か
ら

6
、
8
4
3
川

。
境
の
水
島
欣
也
さ
ん
か
ら
亡
M
M
父

繁
松
さ
ん
が
生
前
お
世
話
に
な
っ
た

お
札
と
し
て

1
0
0
、
0
0
0
円

。
平
柳
の
河
村
正
さ
ん
か
ら
亡
父
減

作
さ
ん
の
供
養
と
し
て

。
不
動
:M: 
グ】

i草

l I~ 0 

9え0
（）か 0
0 ら 0
0 0 
川円

．年金受給権：；；まE長~i~＇cましよう ｜年｜金｜だ｜よ｜り｜
｜。ぞ L：き市出来年｜ ｜

－
平
成

4
年
刊
月
号

⑪
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一一第11回北親会文化講演会

棲井良子氏
ご協力を犯罪捜査に

くら しの爾事室

お
忘
れ
な
く

年
末
調
整
説
明
会

役

場

4
階
大
ホ

l
ル

受
け
て
安
山

が

ん

倹

~ 

ロタ

． 
と

き

－
と
二
ろ

・
演

題

国
の
教
育
口

l
ン

場
所

刺

H
町
中
央
農
協
会
館

検
診
項
目
・
料
金

円
が
ん

－
f

富
が
ん

・
乳
が
ん

各

検
診
と
も

湖
円
（
た
だ
し
、
今
年
度
中
に
M
W

議
、
日
歳
、

ω歳
に
な
る
人
、
初

歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
）

申
込
み

日
月

6
日
倒
ま
で
保
健

セ
ン
タ
ー
（
合
幻
l

3
3
0
9
）へ
。

融
資
対
象

米
各
、
大
学

・
高
校
・

専
修
学
校
等
へ
進
学
す
る
人
ま
た

は
点
学
中
の
人
の
保
護
者

融
資
額

・
金
利

則
万
円
以
内

・

年

6
・

o
%

問
合
せ

返
前
↑
刀
法
等
詳
し
い
ニ

と
は
国
民
金
融
公
咋
白
山
文
附
（8

0
7
6
4

1
剖

l
l
l
9
1
）へ
。

講師・犯罪！こついて知っていることは積極的に通報を／

．聞き込み捜査にご協力を／

・被害に遭ったときは必ず届出を／

・「事件か怠？Jと思ったら竹O番通報を／

・指名手配犯人の横挙にご協力を／

愛の献血
協力者名（9月笑地分、AW印

は川明白川、※印は成分、その他

は捌M献血者）
境地区公水島宇介、公水島折、

川村三千代、水・品松緑、水品

克校、水尚一止人、水品．九大、

宮崎地区竹谷直美、扇谷真理

子、金子恵、竹谷隼人笹川

地区※竹内重之、※堀内英顕、

※折谷政明、竹内のぞみ泊

地区会中村健ぶ、会場尚弘、

会本村光子、食店本拓洋、※

平田千秋、追分隆志、殿村康

彦、水島大樹、伊藤真由美、

大尚美樹、込尾武、室裕一郎、

坂城秀樹、氷谷美穂、金山佐

世、雌刊悦下、守回絵里、北

町の工事発注状況 Fヌ
一このコーナーは町が入札を行ったものを掲載していますー < H4.9.1『 9.30>

工． lfi. 名 ：場所 予完定成 2金ti 省1~ t乾 者 fJJ.当鋭i

舟~l川k新t地I也改区農良普道段例路桜側二並r佐．務 冊1・川斬 l 1月 3,502,00b1 t干I隙内会主患且土 農水滋林,Jl 

県止崎が治美山事業 山崎 I 1月 2,564,700 I有よ 限会社 農水産錠林汲山 iJU孟ユニ4' Ill 組

水大力平発地電区施簡霊堂易燭水辺道地管~i交施付工金事事業 大平 12月 2,884,000 徐珪t式会社 建設課見 工 業 所

jfilftH脅梁維持4昔泌総
凶llfT IO月 l,133,000 小必建設

建 放 紛t町T道西町 7 縦横断鴻改良工務 株式会社

道路 続a殺新線設郁帽革路 Ji 111 11月 4.171,500 株式会社
建殺鰍町Ji誌の下拡改良T~ 総回組

水力発電施設周辺地域交付金本業
境 11月 ・ff限島 会社 建設誠棟地区排水路工事 2,884,000 水工業

林業築港定住必量草皇陛備拶業
事E川 12月 9,115,500 折省谷山建営業録制所 農林

笹川東用水路工. 水産霊泉

県単林道開設稼業
山崎 I 1月 6,077,000 小業妹川漣式会殻工社 農水産量林疎林道花房熊坂線開股℃事

長日県単野土地地区成改良；m，軍Ji;llJ基4市J半改終良工$ 長野 3月 7,725,000 p大(.{ 阪会社 農水麟林燃森建設

林草刈防足手事定水休神J占長崎牢格4制事業
婦.1"千 11月 4, 120,000 面品軍陸株谷雄式吉会生工社 E水塾fffi.林Im 長豆谷 火 貫生日壁土

M再止終始、山事業
山崎 11月 2,358,700 打線会社ま且 農水i!7i 林E思山崎量生戸谷工4t 広川

民基単治山事業
績尾 12月 2,544,100 関本線

農 林
機長6稲荷谷工4~ 水屋n：集
臨時道交y白付金不業 i芭下 11月 8,240,000 株式会所社 連殺事担町f 桜町紙tir1曾配管工 事 氷見工業

郷土作家企画展

おおひらさんとう

大平山濡展
好評開催中

九
川
山
印
税
務
署
で
は
、
今
年
も
次

の
と
お
り
年
末
調
整
疎
明
会
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
年
末
調
整
関
係

の
書
類
を
配
り
ま
す
か
ら
関
係
者

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
初
円
榊
午
後
l
時
初

分
か
ら

場
所

ら 日

午時

10 11 
時月
ま 8
で LI
受 (rl)

け午
｛寸前
け 9
さ時
。か＝＝＝＝＝

生活動需昂~事
10月分（毎月附現伝調査｝ ~Tf円

平 均 価 絡
n区u• 名

10月 時~月比 前年同月比

すT 、I ン
133 。 1 イi （働完 lf ) 

t自 灯 j由
994 。 時 19

~ ｛配達H!r I 

u L p tf ス
3.117 。 + 44 1111 

( 5 111・）

t• 所 HJ t光 高lj
255 。 。II ( ·~＇ t1i先高•l600me )

制
アイ y ユベ ー ハ ー

155 rベ＼
3 (400枚欽lr1人り ｝

トイレ γ トベ ーハー ~ 
S弘,t,

（般紙ロール4(l~I組）
306 。 + 23 

氏ハン ！万 。 ＋ 7 
（普i泊品 6~x 人り ）

・7 一 すT / 当~ ＋ 6 ＋ 2 IJll (450 g I Hi) 

し 2 F由
574 。 十 9 

I (1.8 fベ〆トボトル入。）

食 サ ラ ダ idl
:l49 一 13 ＋ 7 ( ;t: ＇）谷総 700g人リ ）

,11. と -, ，弘、
103 。 + 11 

｛もめん l]") 

.?l 
256 。 ＋ 4 

( l tハ ，7人リ ｝

l均
41t ~o ト 34

（中（J:jもも JOO~ ） 

E語 l勾 I~ 叫Y。 7 
（中肉むもJOOg) 

~ Jj~ 
189 + 34 - 30 

宣草
(Mサイズ10例）’

E JJ 、... 
106 一 17 - 90 

（普通日 lI、民）

食 Ii' .t'L 、、 し 上 207 - 17 - 75 
（普通品 lkl() 

.l'l1，キ ヤ
’＼ － 

'°/ 
106 キ59 - 150 

｛普通品川区｝

人 参 ti' 4 + 20 
（普通品 ikg) 

疋 A11 
廿で にコ R

3：世会泊
起完 2自

主t堅守
てん 企 竿
い1.t’I、ム
るみ l君
カ‘ Jレ芽
」

日本テレビ系「今日の出米本」のキャス

ターとしておなじみのジャーナリ スト，

樽井良子氏の講演会。入場は無料，多く

の皆さんのご来場をお待ちしています。

・主催／北陸銀行北親会

・共催／朝日経営研究会

・後援／朝日町教育委員会

ふるぎ主美術館

からのお知らせ

山
健
一
、
長
井
兵
澄
、
萩
原
位
、

越
間
究
チ
、
折
谷
英
記
、
松
井
敬

志
、
松
沢
友
美
、
折
谷
智

f
、
卜
．

島
裕
希
、
永
井
隆
之
、
長
津
輝
彦
、

鹿
川
徹
、
徳
竹
直
樹
、
由
井
一
一
盟
、

寺
崎
英
二
、
国
紋
日
開
子
、
高
橋
英

司
、
坂
東
恭
子、

片
制
下
忠

五

箇
圧
地
区
会
佐
被
茂
、
占
H

浜
川
地
川

貴
、
会
山
手
啓
、
鍛
治
譲
、
南
茂

博
志
、
南
部
い
ず
み
、
広
田
正
美
、

浜
川
真
紀

南
保
地
区
会
江
洲
千

券
、
土
井
健
太
郎

山
崎
地
区
会

七
滞
幸
二
、
A
H
七
滞
純

一
、
※
本

田
淳
子
、
※
選
沢
理
恵
子
、
長
出

浩
美
、
水
野
智
、
蓬
沢
静
枝
、
青

島
和
人
、
長
律
義
人
、
水
口
篤
成
、

門
け
椛
人
、
七
海
祐
子
、
消
水
融

大
家
圧
地
区
会
鍋
谷
村地、

A
H

束
英
徳
、

山
岡
久
嗣
、
水
島
催

f
、

－期間 I l月23日間）まで

（入館鵬附ら｜船

まで。毎週火曜日定休。 ／ 

※11月24日から28日までの向上

展示綜えのため休館します。

大人400円
小中高生100円

－入館料

ンと ま起す 施 秋 占を午なしこいこさの 11
吹後およさシ iLiL全月 築検
0,tJ 9 うな｜かま国 9

くをし｜時 Jt}l 。いズらす火日

まの IMJ よ ンは 。災 か が重
す 2 中 うで火 千ら 火ね

回 は 十す災 防 15
、午 分 。が 連日 火て

サ 前 注火起 動 ま
ゼ、

イ 7 意災き カf て・ 1コ
レ 時 しをや 実

、
II 

沢
井
崇
慶
、
西
島
匠
、
水
井
雄
二
、

門

n定
昭
、
沢
附
佳
奈
子
、

（
以

上
回
名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
フ
ご
ざ
い
ま
し
九

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（

E
m
l
0
5
7
4）

 

2：：；；宅情カ：＋~rn紀をき して z i ，， た ~ir;によ る

新
し
い
本

こ
般
書
）

天
に
代
わ
り
て
嫁
を
討
つ大

壕
稲
子

江
戸
お
留
守
賠
役
の
日
記山

本
博
文

悲
し
く
て
明
る
い
場
所

曽
野
綾
子

美人のこと

明
け
方
の
夢
（
上
下
）

シ
ド
ニ
ィ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

最語の花 ニと：；：を解するIEという立11A(-r. 

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
制

ア
グ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン

名
札
め
な
い
荷
物

投

本

清

張

四
年
自
の
ラ
ブ

レ
タ
ー

未木
衆
人
』ニー
業

泉
ピ
ン
子

幸

田

文

p
・
F
・
ド
ラ

ッ
カ
ー

（小
説
）

柳
生
十
兵
衛
死
す

（上
下
）

調酷・鴎由甥担2宮野輔凪

喝囲寓寓－踊

山
田
風
太
郎

ひ
ね
く
れ

一
茶

新
史
太
閤
記

ワ
ン
ス

・
ア

・
イ
ヤ
｜

田
辺
聖
チ

司
馬
遼
太
郎

林
真
理
子

空
か
ら
来
る
も
の

増
田
み
ず
子

長
い
長
い
殺
人

ん
内
部
み
ゆ
き

変
身

篠
田
節
子

同
月

（
御
宿
か
わ
せ
み
）平

岩
弓
枝

本
の
紹
介

強将の下に弱卒なし…煉い大＊tのも とで！i . 自然にその！品化を受けて ~｝＼）ぃ兵隼！iぃ4・いどいう立味。

「
白
く
長
い
廊
下
」

（
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作
）

川

田

弥

一
郎

東
京
近
郊
に
あ
る
高
宗
総
合
病

院
で
、

手
術
中
に
忠
者
が
不
可
思

議
な
死
を
と
げ
る
。
医
療
事
故
か

？
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
殺
人
事
件

・
刀
？
・現

役
外
科
医
が
、
現
代
社
会
の

死
角
と
い
え
る
病
院
を
舞
台
に
描

く
、
乱
歩
賞
史
ヒ
初
の
医
学
ミ
ス

テ
リ
｜
。

－
平
成
4
年
刊
月
号
＠



身近な話題を待っています（ft83－刊00内線204）へ。あなだの回りの広報係では，
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News 

オープンは平成6jf:夏
一一棚山ゴルフ倶楽部起工式一一

に自民れ

猟友会が鳥獣供養碑を建立－

ト引小ドじいれ川燃
と
し
て
駅
除
さ
れ
た

蚊
や
ク
マ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
主
を

慰
め
よ
‘
っ
と
、
朝
日
町
猟
友
会
の

皆
さ
ん
が
三
率
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

の
駐
車
場
の

一
角
に
供
益
砕
を
佐

て
、
九
月
二
十
六
日
、
そ
の
除
一
株

式
を
行
い
ま
し
た
。

伯
仲
立
会
員
の
皆
さ
ん
が
寄
付
を

必
勺
て
佐
立
し
た
も
の
で
、
一
船
三

い川
、いい
川
さ
、
興
行
さ
が
て
－
h
一じ。

式
に
は
川
附
係
朽
ら
三
卜
人
が
山，、

席
し
、
駆
除
さ
れ
た
動
物
た
ち
カ

～
一
次
ら
か
な
肌
り
に
つ
け
る
よ
う
祈

り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

安ら Jウ、M
W
MH
l
l
 
mV／

4
n－
i

4
h
b
t
 

野

中三i1~i81f

4、HIT

* m野

似 lllT

ix: 肝

殿町

松 ；J.tm r 
淀川凶ri=l 

3人目の誕生
おめでとうございます

ど認
太

代

ぶ

純

雌

川

花

康

問

F
J
品
川
棚
彩

，~·j1 t£ 

]¥g未

窃電J~
く勢認争m;

男

女

男

女

男

女

長

長

長

長

長

3

3女

3女

川上雅R1J

稲葉富雄

｛本渡雑時

西岡持

川上久志

j凌iti f~ 

川畠尖.q唱

笹川明うた

一一ふるさと美術館で大平山漢展一一

故郷に口
日日大家の作てご

g~ぁω

選る《~

んけ月
一
，l
六
日
、
棚
山
ゴ
ル

フ

川
町
楽
部
の
起

γ
式
が
現
地
で
行
わ

れ
、
事
業
主
体
の
棚
山
観
光
開
発

附
（鹿
熊
安
正
社
長
）や
県
、
町
、

地
権
活
な
ど
約
．
h
Aハ
｜
人
が
工
事

の
安
合
を
祈
り
ま
し
た
。

同
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
は
、
棚
山
、

山
崎
、
入
善
町
舟
見
に
ま
た
が
る

」
ー
に
7
こ
0
0
・
R
ll
レ、
f
i
－－、

J
r
i

／

fゐ
2
い
E
E

’ej
ノ

ー
ー
ウ
ー

全
長
。ハ
F
．h
八
卜
じ
ヤ
｜
ト
の
コ

ー
ス
を
造
成
す
る
ほ
か
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

（
地
卜

↑

階
）
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
設
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
，

ゴ
ル
ウ
場
の
総
が
業
仰
は
泣
．
h
億

円
今
オ
l
フ
ン

は
－平
成
六
年
夏
の

予
定
て
す
。

朝
国
府
出
身
の
書
家
、
大
半
山

詩
氏
（
東
京
都
杭
住

・
日
展
評
議

員
）
の
個
展

「
山
気
に
満
ち
た
生

命
の
軌
跡
大
平
山
治
展
」
が
ト

月
九

H
か
ら
十

一
月
二
十
三
H
ま

で
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
側
展
は
附
美
術
館
の
郷
土

作
家
余
剛
山
恨
の
第
三
仰
で
、
大
子

氏
が
県
内
で
本
格
的
な
制
限
を
聞

い
た
の
は
凶
年
ぶ
り
。
関
川
悦
初
制

に
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後、

十〈

．キ
氏
本
人
に
よ
る
作
品
解
説
も
行

わ
れ
ま
し
た
v

今
回
は
、
第
三
十
三
回
毎
日
芸

術
賞
の
対
象
作
品
に
も
な
っ
た
「
北

川
刊
の
冬
」
な
ど
、
近
年
の
代
表
作

に
新
作
も
加
え
た
三
十
四
点
が
出

品
し
て
あ
リ
、
書
愛
好
家
を
は
じ

め
多
く
の
人
々
が
鑑
賞
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

2
1
9帥
ゆ
っ
弓
ス
メ
イ
ト

ー

l
南
保
小
学
校
で
初
の
公
開
授
業

｜
｜

保
小
学
校
の
三
年
生
の
ク
ラ
ス
で

｜
月
七

H
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
実

験
的
に
使
っ
た
公
開
段
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

A
I
M
舵
わ
れ
た
の
は
、

一
γ
の

テ
l
プ
を
三
等
分
す
る
過
料

で
、
分
数
に
つ
い
て
の
学
問

を
進
め
よ
う
と
す
る
ソ
フ
ト
。

チ
供
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
新
制
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
い

っ
し
ょ
に
問
題
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

教
育
現
場
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
導
入
が
進
む
な
か
、

技
業
の
な
か
で
い
か
に
効
果

的
な
活
用
を
し
て
い
く
か

i
。

今
後
の
課
題
も
残
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

総
合
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト

ー
え
ん
と
れ
す
朝
日
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
l

あ
さ
ひ
総
合
病
抗
で
十
月
三
H
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
の
滝
沢
市

さ
ん

（九
県
内
市
）
の
コ

ン
サ
ー
ト

が
附
か
れ
ま
し
た
。

ょ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
町
の
文
化

活
動
グ
ル
ー
プ

「
え
ん
ど
れ
す
朝

日
」
が
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
で
得

た
収
低
金
を
使
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

た
も
の
で
、
会
場
の
リ

ハ
ビ
リ
械

に
は
忠
お
さ
ん
ら
仁
イ
人
が
集
ま

り
、
滝
沢
さ
ん
作
曲
の
「
黒
部
川

細
山
」
な
ど
、
美
し

い
音
色
に
聴

き
人
－ソ
て
い
ま
し
た

コ
ル
ピ

町
の
情
報
教
育
研
究
調
丘
員
会

で
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
が
子
供
た
ち
の
共
同
学

智
満
と
な
る
よ
う
な
ゾ
フ
ト
め
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
南

崎

町

阿

川

町

肝

川

目

区
民
内
問
符

u
m
山

肘

T

e一

嶋

崎

生

山

市

三

札

け
H
H
0

・
h
ぷ
唱1

・

山川
仏
外
本
幸
東
京
阿
山
町
平

小

山

佐

ル

hH

問

令

下

サクエ（77)

，，任（65)

lf1(76) 

重（83)

は る（84)

敏 三（77)

栄j 松（74)

む 1）ゐ（87)

孝 三（76)

かずゐ（80)

i原 作（75)

幸次郎（87)

良 t.fi(76) 

と（88)

令（34)

L、（85)

作（82)

i主（86)

久

八

L‘ 

隆

や

繁

消

村
鳥
山
い
川
叩
市
原
井
出
崎
井
場
村
口
島

u
原

白

沢

川

中

水

水

梅

池

渦

寺
島
寸

長

愛

河

谷

中

谷

柏

間

引

小

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

手
を
た
ず
さ
え
て
幼
年

ー
金
婚
を
祝
う
感
謝
の
集
い
｜

結
婚
沢
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
招
い
て
ト
月

d

一日
、
役
場

内
附
大
ホ
｜
ル
で

「令
婚
を
悦
う

感
謝
の
集
い

」
が
開
か
れ
ま
し
た
c

こ
の
集

い
に
は
、

今
年
度
中
に

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
四
十
二
組

の
う
ち
三
｜
八
組
が
山
席
。
町一長

か
ら
一佐川八川
和
紙
で
で
き
た
机
い
状

と
亦
川
焼
き
の
場
の
み
を
贈
ら
れ

た
金
焔
カ
ッ
プ
ル
は
、

パ
タ
パ
タ

茶
を
欽
み
な
が
ら
保
有
同
児
の
か

わ
い
い
制
り
を
来
し
み
ま
し
た

7日以内

※このコーナーにf',FJijを，l占せ
てほしくないん1ま＇ i笠j品f.L
民諜受け付けにおLilし付け

くださ t、。

出生届 14日以内

届け出はお早めに

死亡届

－
平
成

4
年
竹
月
号
⑪

可 － A圃~－ づw
会うことは砧金ぃ，言うことは拍言え…・うまい物を食べる時Ii早いほうが得だが，言うことは先にのばして，冷静に内容の適否を考えて

からにしたほうがまちがいがないということ。

光陰矢の如し・・・・月8の過ぎるのは．飛」；矢のように早い9 日のたつのが早いことめたとえ。
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つぷらの会

（わたし）

什
は
、
時
を
と
っ
た
リ
、
食
べ
物
を
行
…
た
リ

焼
い
た
り
す
る
の
に
同
一
炉
ハ
ル
が
舵
わ
れ
た
も
の

で
す
が
、
そ
れ
と
深
〈
結
び
つ
い
た
用
具
の
一

つ
に
司
わ
た
し
』
が
あ
り
ま
し
た
。

『
わ
た
し
』
と
は
、
主
に
モ
チ
や

お
に
ぎ
り

を
焼
く
、
現

h

仕
で
言
、
え
ば
続
制
の
一
一
制
。
問
一
か

点
め
火
を
問
む
よ
う
に
的
仰
さ
せ
た
戸
九
州
の
得

一
端
を
け
刷
の
形
に
し
、
山
端
に
付
い
た
鉄
製
の
仰

を
阪
の
卜
に
山

い
て
舵
い
ま
す
。

お
に
ぎ
り
を
焼
く
と
き
に
は
『
わ
た
し
』
に

く
っ
つ
か
な
い

よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
切
り
政

ひ

を
敷
い
て
そ
の
上
で
焼
き
ま
し
た
。
蛾
火
で

燃
え
た
品
が
台
ば
し
い
焦
げ
日
を
作
り
、
と
℃

も
お
い
し
い
焼
き
お
に
ぎ
り
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
味
附
や
開
仙
を
つ
乃
て
鋭
い
た
お
に
ぎ
リ

の
味
は
栴
別
で
、
H
H
は
お
に
ぎ
り
と
呼
ば
ず
に

「
や
さ
め
し
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
こ
・
7
し
た
こ
と

か
ら
生
ま
れ
た
呼
び
名
で
し
ょ
、
7
0

競
く
と
い
う
こ
と
は
、
香
ば
し
き
を
つ
け
る

だ
け
で
な
く
殺
菌
作
用
も
あ
る
た
め
、
盆
べ
物

を
長
持
ち
さ
せ
る
の
に
大
変
効
果
が
あ
り
ま
し

た
片
の
人
は
、
旅
に
山
る
と
き
に
は
必
ず
と

J
っ
て
よ
い
ほ
ど
焼
き
め
し
を
作
っ
て
い

っ
た

も
の
で
す
が
、
附
一
か
い
以
を
使

っ
て
い
た
こ
ろ
の

生
前
に
は
、
『
わ
た
し
』
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
の
一
つ
で
し
た
。

M
M
H
M
M
H
M
M
H
H
E
H
M
M

”u
n

H

E

H

”M
M
M目
M
M
M
口
H
H
H
H
M
M
M
Hn
n
H
H
口
H
H
H目
H
H
H
E
H
H

＝HH
U目
H
H
H
H
M
M
H

”“HU

も先人のぬく

.＇.！.＼；~I；川の源流の一つであり ，

胤始性に－~·んだ峡谷美を点る

北xz千は， 占くから向馬，付i

11 ,1／；・への登山基地として知ら

t Lてきました。

北又小艇をはじめ， 虫干 吋・ン

フ場・や~tx.ダム、 ~ 1）析など

もあるニの辺り－・14；：は．野外

レクリエーションを来しむに

は栴併の場。盆山者に限らす．

新総や紅葉が美しいシーズン

には． 多くの人々が大自然と

のふれあいをボめ、ここをg訪

れます。

路島か·~~

－
平
成

4
年
刊
月
号

＠

V
山
々
も
美
し
く
色
づ
き
始
め
、

い
よ
い
よ
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

こ
の
時
期
は
ぷ
と
住
ん
で
結

婚
式
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
．》

披
鉱
山
延

な
ど
で
新
婚
さ
ん
を
前
に
、

お
祝

い
の
ス
ピ
ー
チ
を
刺
ま
れ
、
現
夜

思
案
中
と
い
う
人
も
多
い

ζ
と
で

し
ょ
、
7
。

V
と
ζ
ろ
で
、
ス
ピ
ー
チ
と
い
え

ば
役
場
で
も
旬
月

4

問

「
制
札
」

が
あ
リ
、
峨
只
の

一
人
が
町
民
を

は
じ
め
、
・
ぶ
・
庁
の
全
職
以
の
山
川
で
約

三
分
間
、
訴
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
e

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
は

本
人
の
自
由
。
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
ニ
と
、
考
え
て
い
る
ニ
と
な
ど

を
話
し
ま
す
が
、
本
人
は
別
と
し

て
、
毎

H
い
ろ
ん
な
訴
を
聞
く
よ

と
が
で
き
る
と
あ
ゥ
て
、
な
か
な

か
好
評
の
よ
う
で
す
。

V
幸
い

、
私
に
は
ま
だ
順
番
が
刷

っ
て
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
『広

報
室
』
に
何
を
書
く
か
も
、
正
ド
阻

言
っ
て
毎
月
一
頭
を
悩
ま
せ
る
と
こ

ろ
。
。
何
で
も
い
い
か
ら
山
由
に
仰

と
い
う
の
が
、
案
外

一
番
慨
し
い

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ω

カ y コ内f11F1Jllt世帯数 5.194 (-18) 計 17.869 ( -35) 女 9.495(-13)22) 男 8.374( 〔10月の入口〕


